
平成31年3月

平成30年度専門家派遣事例

九州・沖縄



目次

支援課題

企業名

販路拡大・販促支援

SuzulinaBeautyDesign

販路拡大・販促支援

梶謙製磁有限会社

販路拡大・販促支援

チョーコー醤油株式会社

経営革新

熊本バスケットボール株式会社

創業

タイコーソーラー株式会社

販路拡大・販促支援

十字屋

ITを活用した経営力強化

鹿児島堀口製茶有限会社

販路拡大・販促支援

かふう株式会社

3

熊本県 4

大分県

鹿児島県 7

沖縄県 8

福岡県 1
福岡県商工会連合会福岡広域連携拠点　大宰府市商工会

「スマート農業」の導入に向けた「経営の見える化」への支援

ドローンを使用した空撮事業のブランディング支援

沖縄商工会議所

湯布院でのホテル事業新規立ち上げを支援

提供価値を変換して売上増を図る『DECOケーキキット』の開発

宮崎県よろず支援拠点

公益財団法人かごしま産業支援センター

地元企業とのコラボした特産品（地産地消ラーメン）作りの支援

バスケットボールで復興事業！経営力強化へ

都道府県
支援元機関名

ページ

5

宮崎県 6

支援テーマ

熊本県よろず支援拠点

大分みらい信用金庫

新規顧客の獲得に向けた新サービスの提案とチラシ作成支援

販路拡大に向けた展示会出展戦略と魅力的な商品開発支援

有田商工会議所

大村商工会議所

佐賀県 2

長崎県



1

■氏名 ：高口 知子
■専門分野：販路拡大

女性企業家の経営支援は「小さく確実に、コスト
をかけず売り上げに直結する」を心がけていま
す。姉妹であるお二人の個性と強みを生かし、口
コミになりやすい商品を考えて生まれたのが女性
が気になる「まつエク」と「脱毛」のセット商品
と利便性を重視した販促ツールでした。

福岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、美容師の資格を持つ代表が、サロンでの経験と商工会で開催された創業塾参加をきっかけに、まつ
毛エクステサロンを平成29年10月に開業した。店舗は2階建ての一軒家で、1階を待合室、2階の二部屋をサ
ロンとして展開しており、一方の部屋では妹が経営する脱毛サロンとなっている。それぞれ別々の経営を行っ
ているが、開業後の集客に悩んでおり、新規顧客の獲得に向けた効果的な集客方法についてのアドバイスを受
けたいと相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを行ったところ、開業時期にチラシ作成を業者に依頼したが考え方の相違があ
り、満足なものとならなかった。自身でも作成を試みたものの納得できるものはできず、チラシの配布は積極
的に行っていないとのことだった。一方、SNSを活用した集客を積極的に行い、口コミ欄での評判も良くリ
ピーターは多いが、顧客数が少ない状況だとわかった。そこで、本企業の強みを活かしたPR方法とターゲ
ティングについての支援を受けるために、ヒアリング力が高く、幅広いジャンルのチラシ・商品パッケージ・
ロゴデザインの実績がある本専門家に依頼した。

店舗前のようす

■専門家による具体的な支援内容

本企業の顧客層を確認したところ、40代以上が6割超を占めていた。「まつ毛エクステ」と
いえば若い女性が多い印象だが、目元に悩む中高年は多く、プライベート空間での対応が
密かに人気がある事が分かってきた。また、妹の脱毛サロンも同じく40代以上の顧客が多

く、「興味はあるが若い子に交じっての施術に抵抗を感じている中高年層が意外に多いので
は」という発想から、「他人の目を意識せずに、同じ建物内でまつ毛エクステと脱毛が同時
に行える新サービス」を提案。サービスに合わせたチラシ作成方法とともに、効果的にPR
するための手法をアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxir9AAB?advisor_field_id=

相談しているうちに、自分たちでも気づかなかった強みをうまく
引き出してくれている事を感じました。そして、今から無理なく
できる事をアドバイスいただけたのがすごく良かったです。
チラシについては、ターゲット層に伝わりやすい納得いくものが
作成できました。高口さんは、こちらの悩みを受け止めて、親身
になって考えてくださいます。また、とても明るく話しやすいの
で、楽しく前向きな気持ちになっていくのを感じました。高口さ
んに支援していただき本当に感謝しています。

今回、同じ建物で営業している妹の脱毛サロンと本企業の顧客層が合致。「まつエク」＋「脱毛」が一度
に施術できるサービスがあれば、非常に強みになる事がわかった。メインターゲットとなる40代向け
に「大人女子のための、はじめてのまつエクと脱毛」というキャッチフレーズで、コラボサービスのチ
ラシ作成の支援を受けることができた。早速、新サービスを効果的にPRしいていくために、既存顧客
に紹介キャンペーンとして配布するほか、ターゲット層がよく利用するカフェや美容室にも設置させ
ていただいたところ、本企業に訪れた新規顧客が１ヶ月平均で前年同期比20％アップと、顧客増加に
繋がる成果が得られた。今後も、引き続き、チラシの配布とともに、設置させていただけける店舗を
増やしていくことで、さらなる新規顧客の獲得が見込まれる。 作成したチラシ

Suzulina Beauty Design（スズリナ）

■業種 ：サービス業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成29年10月
■住所 ：福岡県太宰府市国分3-3-24
■企業概要：まつ毛エクステ

新規顧客の獲得に向けた新サービスの提案とチラシ作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

福岡県商工会連合会
福岡広域連携拠点/太宰府市商工会

構成機関

高口 知子 氏

中小企業支援プラットフォームふくおか

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：田中 ゆかり
■保有資格：栄養士、衛生検査技師
■専門分野：焼き物に係る店舗ディスプレイ、

商品開発、テーブルコーディネイト、
その他衣類や生活関連。

私のスキル、テーブルコーディネートを通して、商品
デザイン、開発などお役に立てればと思います。
また、共に学び、時には問題を解決しながら、クライ
アントの方々と一緒に成長する喜びを感じています。

佐賀県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、江戸時代から250年以上続く有田焼の老舗窯元である。 主に割烹食器を製作し、地元の商社に販

売を行っている。一方で、代々伝わる数千点もの「型」を所蔵しているにもかかわらず、商売に十分に活用でき
ていないという問題を抱えていた。この「型」で作った焼き物の良さ伝えるとともに、新たなる販路を拡大する
ために、積極的に展示会に出展しているが、売上は伸び悩んでおり、アドバイスを求め、当機関に相談があっ
た。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングした結果、展示会でのディスプレイ構成だけではなく、商品開発についての支援が必要で
あると判断。そこで、有田の食器メーカーで培った焼き物に関する知識と、テーブルコーディネイトに係る豊
富な知識をもとに、多くの商品開発や展示企画、アドバイザーなど、焼き物を扱う事業者への支援実績が豊富
な本専門家に依頼した。

展示会（東京ドーム）
への出展ブース

■専門家による具体的な支援内容

まずは、展示会出展の目的やコンセプトを明確にするため、カウンセリングを行いな

がら、「どのようなお客様に」「何を伝えたいのか」等の展示ブースのコンセプト作りに
ついてアドバイスした。しかし、肝心の商品が時代にマッチしておらず、現状のまま
で、さらなる成果を求めるのは困難であると判断。そこで、商品の見直しと魅力的な
商品開発に向けた助言を行うとともに、商品の新たな訴求方法なども提案した。具体
的には、陶磁器食器を取り巻く生活環境を考慮しながら、器の大きさや形など、時代

のトレンドを踏まえ、「モノの提案」から「生活スタイルの提案」に切り替えて、テーブ
ルコーディネートの立場から見た商品の開発を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000010c9j4QAA?advisor_field_id=

今までやって来た成果が出るのはこれからですが、弊社のよ
うに小さな企業は一人で作業・事務・企画・販売と何役もこ
なさないといけないのが現状です。
そのため全てが中途半端になり、益々経営の苦しさから抜け
出すことが出来ません。そんな中、こういう支援があると専
門家に相談しながら新しいことに自信を持って挑戦すること
が出来、将来への期待を持って仕事ができるようになりまし
た。ありがとうございました。今後ともよろしくお願い致し
ます。

この度の支援で、新商品の開発にあたっては、新しいデザインパターンなど模索しながら、時代
のトレンドを意識した商品を仕上げることができるようになった。また、展示会（東京ドーム）
の展示会出展戦略に関しては、数ある展示ブースの中から本企業のブースに集客するために、ア
イキャッチとなる新商品（試作品）の展示も組み込んで、トータル的にブースをコーディネー
ト。目立つだけではなく、ブース全体で「生活スタイルの提案」を実現することができた。結
果、目視であるが本企業のブースへの来場者数の増加に加え、来場者の滞留時間も長くなり、売
上げも前回の展示会と比較してで5％アップすることができた。

今回の支援で製作した
試作品

梶謙製磁 有限会社

■業種 ：陶磁器製造業
■従業員 ：6人
■資本金 ：500万円
■創業 ：-
■住所 ：佐賀県西松浦郡有田町黒牟田丙2892
■企業概要：有田焼（陶器製品）の製造・販売

販路拡大に向けた展示会出展戦略と魅力的な商品開発支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

有田商工会議所
構成機関

田中 ゆかり 氏

さがん中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：吉田 要
■保有資格：農林水産省食の6次産業化プロデュ
サー（レベル4）、6次化産業プランナー
■専門分野：地域資源活用

販路拡大・販促支援

長崎県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和16年に長崎県内有名醸造元29軒が集まり、共同生産・共同販売を目的に長崎醤油味噌醸造工
業組合として発足した企業である。これまで、多くのヒット商品を世に送り出し、経営自体は順調であるが、
現状の商品だけでは頭打ちの可能性がある。そこで、以前開発しながらも廃版の危機にあるラーメン・スープ
を、なんとか新たな形で販路を模索することができないかと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の職員がヒアリングを行うとともに、相談対象のスープを検証してみたところ、そのクオリティは非常
に高く、適切なマッチングを図ることで、販路拡大の可能性は十分あると判断。そこで、当機関が地域の新た
な特産品づくりを目的に展開している事業「じげたまグランプリ」に出品している企業とのマッチングの可能
性も考慮し、出品企業への支援実績があり、地域資源活用や販促拡大・販促においても支援実績が豊富で、食
のプロデュサーでもある本専門家に依頼した。

大村中華そば

■専門家による具体的な支援内容

同時期に支援を行っていた、同じ大村市内でハム製品をブランド展開している土井牧場

ハム製造所より、「製ハム時に出る切れ端を有効利用できないか」という相談を受け、本
企業の「ラーメン・スープ」とマッチングし、「地元大村でしか食べられない、地産地消
ラーメン」を提案した。開発するラーメンを「大村のソウルフード」として成長させるた
めに、何度も論議を重ねた結果、商品名を「大村中華そば」とすることに決定。併せて、
原価設定や流通手段の構築等についてのアドバイスに加え、自社とパートナー企業の採
算ラインの割出し、市場性から導いたラーメンの適正価格の設定についても助言を行っ
た。大村市内の飲食店の協力を得ながら、何度も試食会を重ね、ついに平成30年10月

「大村中華そば」を完成させることができた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oy8tYAAQ?advisor_field_id=

昨今、コンビニエンスストアやチェーン店が増えている中で、
地元食材を活かしたメニューの開発作業に携わることには、大
きな意義を感じている。ぜひこれを成功させ、成長させていき
たい。また、今回のプロジェクトにおいて、地元事業者と一体
となって取り組んでいることは、自社のみでの開発より、はる
かに大きな実りを生み出すのではないか、と感じている。

今回、専門家のご尽力で、麺や調理の監修においても、地元企業（じげたま出品企業）を紹介し
ていただき、オール地元業者で、地元の方や観光客に喜んでもらえるソウルフードの卵が出来上
がった。
長崎の麺文化と言えば、ちゃんぽん・皿うどんが優勢であるが、そこに大村の特産品として、地
産地消にこだわったラーメンを投入することで、大きなムーブメントを巻き起こしたい。現在、
営業先を開拓中だが、「次の一手に悩んでいる飲食店」の支援戦略に絡め、幅広く広報活動を展
開し、裾野を広げていく。

飲食店への営業活動

チョーコー醤油 株式会社

■業種 ：製造業
■従業員 ：92人
■資本金 ：5,000万円
■創業 ：昭和16年
■住所 ：長崎県長崎市西坂町2番7号（本社）

長崎県大村市溝陸町815（大村工場）
■企業概要：味噌・醤油・調味料等製造販売

地元企業とのコラボした特産品（地産地消ラーメン）作りの支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大村商工会議所
構成機関

吉田 要 氏

ながさき経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

プロダクトアウトでありながらもマーケットインの考え方に徹し、
地元素材の有効利用を目指した。本事業の取り組みにより、参画事
業者にはマーケティング戦略の意識が芽生え、計画・実行・検証が
身についたこととが成果であった。

販路
販促
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■氏名 ：鷹野 秀征
■専門分野：事業計画づくり

相談者と共に「仮）ヴォルターズパーク構
想」の将来像を明確化でき、建設予定地の
益城町島田地区の住民の方々や他関係者も
主体的に動き出し、復興につながる期待が
大きい事業です。

熊本県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、プロバスケットボールチーム「熊本ヴォルターズ」を運営し、2015年から当拠点にて経営指導を
実施している。2016年の熊本地震の被災で、いったんはチームの練習も困難な状況になった。その後の広報
活動の強化によりスポンサーの増加や選手の強化も進み、2017年には業績は好転し、創業以来初めての黒字

化となった。今回、さらなる増収による経営安定化のために、新たな相談があり、今後の課題として、1）上
位リーグのB1への昇格、2）スポンサー契約の増加、3）ホーム試合で数千名単位の動員数を確保、4）ユース・
スクール事業での収益確保などが必要と判断。そのための戦力強化と、事業拡大のための拠点となる体育館の
建設が必要であると考え、今後の事業計画づくりを中心に支援を行うことになった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

今後の支援方針について本企業とすり合わせを行った結果、熊本ヴォルターズと地域が連携した「復興のため
の事業展開：仮）ヴォルターズパーク構想」を軸とした支援を行っていくこととなった。そこで、東日本大震
災で中小企業の復興事業を支援した実績があり、復興庁復興推進参与の資格もある本専門家に依頼した。

専門家の支援のようす

■専門家による具体的な支援内容

はじめに東日本大震災被災地での復興事業の成果事例を解説。本企業が被災後に連携
している地域の現状分析と地域資源の掘り起し、復興事業のアイデア抽出や今後の需
要予測について指導を行った。体育館の建設に関する戦略については、益城町島田地
区の住民の意見も参考にし、「益城町の復興シンボル」となることをゴールにした立
案の支援を実施。事業計画策定については、本事業を公的事業と位置づけして、行政
や地域住民の巻き込み方や費用等の具体的な事業計画づくりを支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDJLxQAO?advisor_field_id=

鷹野先生には丁寧にヒアリングしていた
だき、現実的な事業アイデアを導き出し
てくださいました。おかげで私たちや益
城町島田地区の方々の想いを織り込む事
業計画書が完成しました。

「仮）ヴォルターズパーク構想」の事業計画書が完成し、体育館の建設予算、事業予算が具体化
された。地域の人たちの「仕事づくり」となる飲食店や観光事業、特産品販売などの需要予測の
数字も明確化された。今後、この事業計画書をもとに資金調達に生かしていく。実現時期として
は、3段階のフェーズで計画しており、第1期の着工は仮施設住宅撤去後の2020年の予定だが、
建設予定地である益城町島田地区とは定期的な話し合いやワークショップも始まり、地域を巻き
込んだ活動に発展している。また、増収による経営安定化のために課題としていたスポンサー契
約増の取り組みにおいては、専門家のアドバイスがきっかけで新規スポンサーとの出会いがあ
り、現在、契約締結に向けて好調に打合せ中である。

地域住民との懇話会風景

熊本バスケットボール 株式会社

■業種 ：スポーツチーム運営
■従業員 ：12人
■資本金 ：8,500万円
■創業 ：平成24年
■住所 ：熊本県熊本市東区若葉1丁目13-5
■企業概要：プロバスケットボールチーム運営

バスケットボールで復興事業！経営力強化へ

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

鷹野 秀征 氏

熊本県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

湯之上社長

経営
革新
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■氏名 ：井上 朋子
■保有資格：中小企業診断士、

国際ホテル経営学修士(MBA) 、
総合旅行業務取扱管理者

■専門分野：観光業、サービス業

当該企業・施設独自の強みを生かした差別化と、
長期的な事業継続の視点で、事業企画～開業直後
と各段階の状況に合わせた助言をさせていただき
ました。

大分県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成27年に大分市で創業した、太陽光発電事業者である。太陽光発電の用地として取得した修道院
がホテルとして利用可能であることがわかり、新規事業としてホテル業への参入を図ることとなった。代表者
自身はホテル業に関しては素人であるため、長年ホテルに勤務していた支配人を雇用。「日本のおもてなし」
をコンセプトにホテルの開業準備を進めていたが、インバウンドの対応（販促、接客、準備物等）についての
アドバイスを受けたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングを行った結果、本企業の代表者は中国との人的ネットワークを有していることから、ター
ゲットを中国人を中心としたインバウンドに絞ったが、予約システムの選定や人員配置、接客のオペレーショ
ン等、運用上の課題が判明した。そのため国際ホテル経営学修士(MBA)、総合旅行業務取扱管理者の資格を
有し、インバウンド向けの接客オペレーション等で支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

散策マップ（案）

■専門家による具体的な支援内容

まず、人事（採用、人員配置）、運営（館内サービス、食事メニュー、運営管理システム）、
販売（HP、ホテル予約サイトとの契約、価格設定）、それぞれの準備進捗状況を確認し、課
題を抽出した。メインターゲットとなる中国人観光客を呼び込むために、九州の訪日旅行
市場、中国市場の動向、由布市の季節変動要因等のデータをもとに、販売流通チャネル

（WEBの活用）、ホテル予約サイトへの販売条件、販売価格帯等を提案。併せて、湯布院を
一望できる屋上と広い庭園を活用したサービス等の付帯売上向上についてアドバイスを
行った。また、由布院駅よりホテルまでは徒歩25分の距離であるが、観光客が必ず散策を

する「湯の坪街道」を通るルートである。そこで、散策マップを作って、「駅で荷物を預か
り、散策後にホテルにチェックインする」システムの導入と、街道沿いの土産店との連携も
提案した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UROWTAA5

湯布院でのホテル開業時に色々なアドバイスをいただいて、と
ても感謝しています。入口の時点で右も左もわからない状況で
営業の考え方、設備面、事業計画、広告宣伝の方法等を丁寧に
指導してもらい、特にHPの開設を始めとするWEBを使用した宣
伝方法については、大変参考になり、業者の紹介もしていただ
き助かりました。おかげさまで開業準備の不安要素が消えて前
向きに取り組む事が出来ました。今後もご指導のほどよろしく
お願いします。

メインターゲットとした中国のインバウンドの動向やニーズを事前に調査し、把握できたことで、必
要とするさまざまなオペレーションやサービス、備品の準備等に万全を期すことができた。販売チャ
ネルはWEBをメインとし、ターゲットのニーズを踏まえた絞り込みを行うことができるようになっ
た。また、オープン記念価格を設定することで、価格動向の調査も可能となった。
2018年8月11日に、予定通りホテルをオープンすることができ、現在売上げ目標も達成し、順調な
滑り出しができている。

広い庭園が見下ろせる
客室

タイコーソーラー 株式会社

■業種 ：太陽光発電業、ホテル業
■従業員 ：6人
■資本金 ：50万円
■創業 ：平成27年
■住所 ：大分県大分市豊海3丁目2－1
■企業概要：太陽光等を利用した発電システムの

設置・電力の販売、ホテル事業

湯布院でのホテル事業新規立ち上げを支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大分みらい信用金庫
構成機関

井上 朋子 氏

おおいた経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

創業
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■氏名 ：大坪 美貴
■専門分野：テーブルコーディネート、食品撮影、

広報支援、販路拡大、
IT（SNS等）を活用した経営力強化

同じフルーツを使って２種類のデコレーションの
提案をさせていただきました。宮崎県内で初の試
みでしたが、今後に繋がることを願っています。

宮崎県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、宮崎県三股町でパンとお菓子の製造・販売を行っている洋菓子店である。地元の特産品を使用し、
新商品の開発も積極的に行っている人気店であるが、最近、競合店が増えてきていることによる売上げ減少
や、ケーキの原材料の価格高騰により、ケーキの売上・利益ともに苦戦しているため、目前に迫ったクリスマ
ス商戦をはじめ、今後の販売戦略について専門的なアドバイスを求め、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のCoがヒアリングし、まずはクリスマスケーキに関して競合店複数のカタログを分析した結果、どこ
も似たり寄ったりであった。そこで、提供価値（訴求軸）を商品軸（見た目や価格）ではなく体験軸に変えた
競争優位を実現する戦略を立案。近年、無印良品の人気商品の「組み立てるヘクセンハウス」やオイシックス
もケーキキットを販売している時代背景も考慮して、ターゲットを親子に絞り、親子一緒に飾り付けを楽しむ
『DECOケーキキット』の開発を提案。また、広報支援としては、飾り付け例としてインスタ映えのするイ
メージ訴求ができれば購入の決め手になると判断し、某女性ファッション誌の依頼でクリスマスケーキの開発
経験があり、人気のインスタグラマーでもある本専門家に依頼した。

イチゴとマスカットのカッティング例

■専門家による具体的な支援内容

まずは、フルーツの素材が生きるように、フルーツアレンジ・カッティング
の基本技術を指導。色鮮やかなフルーツに独特なカッティングをすること
で、アートのように見た目が美しくなり、誰が飾り付けしても素敵な仕上が
りになるよう、各種フルーツ毎にカット方法をアドバイス。また、配布用チ
ラシ及びインスタグラム掲載用にケーキの盛り付けアレンジを指導、インス
タ映えする写真のアングルやレイアウトについても支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yIUBzQAO?advisor_field_id=

インスタグラムの写真は見ていたものの、細かいカット方法ま
で直接ご指導いただけてとてもありがたい機会でした。
アドバイスをいただいたカット方法、デコレーション方法はと
ても斬新で、その他の商品でもさっそく採用させてもらってい
ます。クリスマスケーキ以外にもキット化にチャレンジしてい
きたいと思います。

今回はテストマーケティング的な試みもあり、専門家の指導のもと、目前に迫ったク
リスマス商戦にフォーカスして、店頭受け渡しのみ限定10セットの予約販売を実施
した結果、『DECOケーキキット』を完売することができた。セールスプロモーショ
ンは、SNS（フェイスブック）と店頭のチラシのみであったが、SNSでは県外在住者
から「購入したい」「楽しそう」等とコメントがつくなど反響は大きかった。また、
片道1時間半かけて買いに来る人もいるなど、ニーズが高いこともわかり、今回の支
援で、今後、誕生日ケーキや各種年間行事にも展開できる手ごたえを確認できたこと
もこの度の支援の成果と考えている。 PRチラシと飾り付けアドバイスシート

十字屋

■業種 ：菓子製造業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成5年
■住所 ：宮崎県北諸県郡三股町稗田30-11
■企業概要：パンとお菓子の製造小売

提供価値を変換して売上増を図る『DECOケーキキット』の開発

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大坪 美貴 氏

宮崎県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促



7

■氏名 ：生駒 祐一
■保有資格：MBA
■専門分野：農業経営、農業ICT

本企業は、圃場が非常に大きいため、スマート農
業の導入には全体設計や効果への理解を深めるこ
とが重要です。鹿児島県でのスマート農業の普及
のためにも、今後、様々な先端技術の実証で経験
を積まれることを期待します。

鹿児島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成元年に設立された270haの圃場（ほじょう）を有する製茶業者である。茶栽培から製造までを
一貫して行い、関連会社である（株）和香園で販売している。現在、茶の栽培・製造におけるデータを蓄積し
ているが、生産計画や実績管理、作業改善等に十分に活用できていない。また、人材育成のマニュアル等もな
いため、従業員の習熟度が低い。今後、高齢化に伴う人材不足も懸念されるため、ICTによる「スマート農
業」を導入し、経営をはじめとした業務データの「見える化」を実現することで、情報共有、従業員のモチ
ベーション向上につなげたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が現在の蓄積データや活用方法についてヒアリングを行った結果、今回求められている支援を
実施するためには、ITの基本や最新技術に精通しているだけでなく、農業経営におけるICTの利活用や「ス
マート農業」などに関して幅広い知識を有しているとともに、豊富な支援実績が求められると判断し、本専門
家に依頼した。

270haの広大な圃場（茶園）

■専門家による具体的な支援内容

「270haの圃場を持つ本企業の経営の見える化」を「スマート農業」の導入目的とし
て設定。まずは、PEST分析や5Forces分析等の経営戦略フレームワークを用いて、マ
クロ環境及び競争環境を整理するとともに、今後の「スマート農業」の潮流や課題、
国内における農業政策について、情報共有を行った。加えて、気象庁データや環境セ
ンサーデータに基づく日照時間・気温・降水量等を可視化して、利活用について説
明。昨年の出荷実績データに基づく過年度比較・ランク別売上分析や茶樹1本あたりの
生産性・収益性の算出方法を指導するなど、ICT利活用の基盤づくり（データ収集～蓄
積～分析～活用のサイクル）の支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w5BkOQAU?advisor_field_id=

生駒専門家に相談させていただき、弊社が抱えてる課題に対し
て的確なアドバイスを受けることができましたので、今後の方
向性がはっきり見えてきました。
スマート農業の導入にあたり、まだ準備を進めている段階です
が、引き続き、アドバイスを受けながら鹿児島県における良い
モデルにしていきたいと考えています。
今回の生駒専門家からの支援に心より感謝しています。

当初、関連会社を含めた「組織別」で「スマート農業」の導入を検討していたが、専門家より「各部
門の業務に応じた導入を検討した方が効果が高い」との助言とご指導をいただき、今回、「スマー
ト農業」の導入に向けて大きな一歩を踏み出すことができた。今後も引き続き、計画を推進して
いくことで、1）「管理部門」：蓄積データの「見える化」による社員間の共通認識や情報の共有
化。2）「栽培・製造部門」：データや履歴の活用・分析によるスムーズな栽培管理、生産性の分
析による品質向上に向けた作業改善。3）「人事部門」：人材育成マニュアル化によるモチベー
ション向上、「スマート農業」による省人化・省力化。等、着実な成果が期待できる。

気象と出荷量・品質と
を比較分析した資料
（イメージ画像）

鹿児島堀口製茶 有限会社

■業種 ：農業・製茶業
■従業員 ：60人
■資本金 ：500万円
■創業 ：平成元年
■住所 ：鹿児島県志布志市有明町蓬原758
■企業概要：茶栽培、茶製造業

「スマート農業」の導入に向けた「経営の見える化」への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

公益財団法人かごしま産業支援センター
構成機関

生駒 祐一 氏

中小企業地域プラットフォームかごしま

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：山内 真一
■保有資格：中小企業庁認定ふるさとグローバル

プロデューサー
■専門分野：ブランディング

世間での認知度が低いサービスであるので、事業
者の事業に対する強い思いを、デザイン思考を用
い、できるだけ、親しみのあるワードやイメージ
として、取り組みを伝えるようにアドバイスを行
なった。

沖縄県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成13年に保険代理店として創業。これまで安定した経営を行ってきたが、昨今のネット保険販
売の台頭により売上の減少が続いている。そこで、保険代理店事業は維持しつつ、事業の多角化を図ってお
り、2020年に向けて活性化している建設業界が、深刻な人材不足により業務のIoT化を進めていることに着
目し、ドローンを活用した測量サービス事業を立案した。また、観光業者向けのドローンによる動画・写真
サービス等の事業も検討しているが、これら新規事業の展開についての総合的なノウハウを求め、当機関に相
談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、他社に先駆けて事業を開始することで、ドローンによる測量やデータ化などの
ノウハウを蓄積するだけではなく、事業そのものをブランド化し、他社との差別化を図っていくことが必要で
あると判断した。そこで、当機関で開催したブランディングセミナーで講師をつとめた実績があり、プロダク
トデザインからブランディングまで幅広く知見のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

沖縄県のドローン撮影市場を踏まえて、自社の強みを生かしたサービス展開図を作成。図
式化することで、目指すべき将来像を明確化した。ドローンによる空撮をどのようにイ
メージとして定着させるかを検討し、ドローンで空撮した高解像度の写真による「建物診
断」を売りにする方向性を強みとして打ち出すことを指導した。また、新規事業の周知に
あたり、ドローンの活用で解決できる課題を、お客様に分かりやすく伝えるパンフレット
の作成を助言。顧客にイメージとして定着させるために、本企業をドローン診断を行う
「クリニック」に見たて、誰でも分かりやすいアイコンを設置する等、新規事業の方向性
を具体的に固める支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJtx3QAC

山内先生のアドバイスにより「Dr.DRONE 空撮クリニック」と
いうブランドが出来上がり、さらにこれからのドローンの可能
性 を分かりやすく説明するため「空撮外科・空撮内科・空撮美
容」と分けて説明できるようになり、目標だったパンフレット
の再作成を完成させることが出来ました。さらに、パンフレッ
トを見た身内やお客様から「商標登録を是非行ったほうが良
い」という意見をもらい、予想していなかっ た商標登録申請ま
で行うまでになりました。ドローン事業の可能性を広げる事が
出来ました。今回のご支援に大変感謝しております。

新サービスを顧客に直感的にイメージしていただけるよう、クリニックをコンセプトにした
「Dr.DRONE 空撮クリニック」をサービス名称とした。またサービスを空撮外科（写真による
建物の破損状況の確認、災害時における街のハザードマップ作成など）、空撮内科（測量等に用
いる三次元点群のデータ化や植物の赤外線診断など）、空撮美容（きれいな写真や、動画撮影の
サービスなど）のネーミングのもと、 3つの分野に分けて展開することとした。また、お客様に
サービスを分かりやすく伝えるためにパンフレットを作成し、ブランドの発展に欠かせない、重
要な基礎部分を完成させることができた。 作成したパンフレット

かふう 株式会社

■業種 ：サービス業
■従業員 ：1人
■資本金 ：100万円
■創業 ：平成13年
■住所 ：沖縄県沖縄市美原2-27-1
■企業概要：ドローンによる空撮事業

ドローンを使用した空撮事業のブランディング支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

沖縄商工会議所
構成機関

山内 真一 氏

おきなわ中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

クリニックをイメージ
したブランドロゴ

販路
販促


